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序―１ 背景と目的 

 

広陵町の公共交通は、町唯一の鉄道である近鉄田原本線の箸尾駅、バス路線としては、①広陵町

の東部を南北に縦断する高田・平端線、②中央部を通過する高田・竹取公園行き、③西部の都市部

を走る王寺・五位堂駅行き、五位堂駅・馬見丘陵公園行き、五位堂駅・馬見南２丁目行きがありま

したが、このうち、①東部地区を走る唯一の路線である高田・平端線は、利用者の減少によって平

成 21 年２月末で休止となりました。また、これ以前にも、南東部地域の路線バスの廃止により、

在来地域の交通弱者及び高齢者の交通手段がなくなり、主にこの路線沿いの地域は集落間が離れて

いるため、目的地まで移動する交通手段の確保が最重要課題となりました。 

真美ヶ丘ニュータウン地域についても、路線バスは比較的充実していますが、公共施設の多くが

在来地域にあるため、そこまでのアクセス手段が課題となっていました。 

こうしたなか、廃止路線やバス運行休止路線地域を中心として、平成 21 年４月から、コミュニ

ティバス「広陵元気号」の運行を開始しました。当初は、前日までの予約が必要な「予約型乗合自

動車」として運行していましたが、平成 24 年２月には「定時定路線運行」に変更しました。平成

25 年２月には運行ルート、ダイヤ、車両の見直しを行いましたが、その後も更なる利便性の向上を

望む声が多く寄せられています。 

また、路線バスについても、町内と大和高田駅を結ぶ②路線の利用者が減少し、維持が困難であ

るという状況を受け、平成 26 年 10 月からは赤字部分を関係市町で負担することで、運行を維持し

ています。 

このような状況を踏まえ、公共交通におけるサービス水準の向上、有料化による持続可能な公共

交通の確保、路線バスとの連携による新公共交通システムの構築を本町における喫緊の課題と捉え、

広陵町地域公共交通活性化協議会において、住民・行政・交通事業者・関係機関など地域が一体と

なって生活交通ネットワーク計画を策定するものです。 
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序―２ 上位計画における本計画の位置づけ 

 

（１）第４次総合計画（計画期間 平成 24 年度から平成 33 年度） 

●目指す将来像 

「人にやさしい、人がやさしい、元気なまち・広陵町」 

●施策の方針 

・公共交通機関については、町内における交通手段の充実要望を踏まえ、路線バスや公共

交通（広陵元気号）のあり方の見直し等を含めた新たなバス交通体系の構築・充実を図

ります。 

●前期基本計画（計画期間 平成 24 年度から平成 28 年度） 

    《新たなバス交通体系の構築・充実》 

     ・地域公共交通活性化協議会の協議や計画等に基づき、路線バスや広陵元気号のあり方

の見直し等を含めた新たなバス交通体系の構築を図るとともに、その検証・評価を行

いながら、運行体制の充実を段階的に進めていきます。 

 

     成果指標（ベンチマーク）     

指標 単位 
平成 22 年度 

（実績） 

平成 28 年度 

（目標） 

公共交通利用者数 人 2,038 10,000 

路線バスの状況に関する町民の満足度 ％ 12.7 15.0 

地域公共交通の状況に関する町民の満足度 ％ 7.7 15.0 

 

 

（２）都市計画マスタープラン（計画期間 平成 25 年度から平成 34年度） 

●利便性の高い総合的な交通システムの構築 

    近鉄田原本線については、輸送力の増強を関係機関に働きかけ、箸尾駅における利便

性の向上に努めます。また、町内の各拠点、集落や市街地等の住宅地、馬見丘陵などの

自然環境等の連携を強化する交通機関の確保や、駐車場等の交通施設の整備を促進する

とともに、高齢者や障がい者など交通弱者の移動手段の確保など、利便性の高い総合的

な交通システムの構築に努めます。 

     〇交通利便性の向上 

     〇公共交通機関の充実 

     〇交通弱者に対応した新たな交通手段の検討 

 


